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　1 ．は じめ に

　 近年、地球環境保全で我が 国特 有の 木 として圧

縮加工 した杉の 木 の 使用 が検 討されて き て お り、

教育現場で は 、欠 席児 童 の 少な い 素材 として そ の

効果が注 目 （滋賀県 の 例） されて い る 。 こ う した

杉の 木を使用 する うえで 色彩設 計 もまた色彩 の 重

要なマ
ー

ケ テ ィ ン グ戦略 の 要素の つ とな ろ う 。

　 こ こ では、歴 史的な色に 着 目し、それ ぞれ の 時

代時代．に どの よ うな色が使用 されて きた か に っ い

て 調査 し、そ の 結果 に基 づ い て 商品色彩 に 応用 で

きない か と い う こ とを 目的に 、そ れ ぞれの 時代の

色に どの よ うな傾向が あ る か調査 し、時代 区分 に

お け る色の 使わ れ 方に つ い て 分析 した結果 を報告

する。

2，調査方法

　本研究で は 、これ まで の 我が国の時代を 、飛鳥 ・

奈良時代 〔603〜794年｝、平安時代 （794〜 1192年）、

鎌倉 ・室町時代 ql92〜 1603年）、江戸 時代 （1603
〜 1868年｝、明治 ・大正時代 〔1868〜 1926年｝、現

代 q926 〜 2004年｝の 6 つ に 区分 して 、日本の 伝統

色 （長崎盛輝著、京都書院ア
ー

ツ コ レ ク シ ョ ン ）

に記 載 され て い る それ ぞれ の 時 代に お け る色 250
点 に付い て 、マ ンセル 値か ら、RGB 値、な らびに

L＊a＊b＊値 に変換 した 各値
2 ，

を参考 に．さ らに イ ン

タ ー
ネ ッ ト上か ら集め た伝統色 とい われ る 285点

の 合計 535点 に つ い て 、フ リ
ー

ソ フ トを用 い て 、
そ れぞれ の 時代の L＊a＊b＊値を求めた。

3 ．結果 と考察

　こ こ で は 、色に 関わ る 文化的背景 に付い て 調査

した結果に つ い て 述 べ る 。多少教科書的にな っ て

い る こ とをご容赦願い た い。

飛 鳥 ・奈良 時代、鉱物、植物か ら色 を抽 出す る

「
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一

技術が中国か ら伝わ り．鉱物 ・植物性顔料の 使用

が普及 した 。 飛鳥 時代 、朝廷内の 「冠位十 二 階」

の 色の 序列 は 当時 の 技術で は染 めに く い 順で あ っ

た。

奈良時代、E 行思想が 中国か ら伝来 し、「色彩」 は

青、赤．黄．白、黒 の 五 色で 、それぞれ が 季節 、

方向、聖獣 に 対応 す る として 解釈 され 、様 々 な 律

令、都市計画 の 規範と して 使用 された。

平安時代にな る と、中国 の 影響下 あ っ た文化の 形

態 に 日本独 自の 美意識が 発達 し、「雅 な 」配色美を

楽 しむ風 潮が 生まれて きた 。特 に 貴族の 貴婦人達

は， 卜 二単を 着用す る と き に 表衣 と裏衣 を別 々 な

色を用 い 、着用 する 際に 四 季折 々 の 植物 、風 物の

名前 を つ け、季節に 応 じて ．そ の 「襲 の 色 目 」 を

愛で た 。

鎌倉 ・室町時代、黒 を基調 と した文化が 栄え 、雪

舟 、 雪 村 と い っ た優れ た 禅僧画家 によ る水墨画 の

世界を創出。

　安土桃 山時代 に は 千利休 によ っ て 「侘び 茶 」 が

完成 され 、草庵風 の 茶室 を作 り、陶工 長次郎が焼

成す る黒の 楽焼 を愛 し、地味色 を愛で る伝統 を作
り 上 げた 。

一方、狩野永徳 一門 によ っ て 金色 を使

用 した 金彩美 の 文化が 広が っ て い る 。

　江戸 時代 幕府 は町人の華 美な 生 活を戒め る 「奢

侈 禁止 令」 を出 した。そ の 結 果、茶色、灰 色、藍

色が 流行 した 〔四 卜八 茶百鼠）。

　紫は江 戸時 代 も貴 人用 の色で 庶民は 身に つ け る

事が で き なか っ た．なん とか そ の 紫 色を 身に つ け

よ うと 「偽 紫」 と し て 使 っ た 「江 戸 紫」、が流行 し

た。色 の 流行の 元 とな っ たの が 市川 団 卜郎 、中村

歌右衛 門 ら の 歌舞伎役 者で 、 役者の 屋 号か ら 1
．
璃

寛茶」、「芝翫 茶」 と い っ た茶系の 色 も誕生 した。

　明治 ・大正 時代、日露 戦争時 に 軍 服 の 色 と して

採 用 された 厂国防色」、勝 つ と い う意 味で 「褐色」

を 厂勝色」 と呼 ん だ こ とで ．「国防 色」、「勝 色 」 が

流行 した。
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現 代、伝統色だけで なく外来色の 導入 に よ り色の

バ リエ
ー

シ ョ ンが増え る。

　以 ド、各時代の 色の 傾向に つ い て 2 ．で 示 した

調査 方法に したが っ て伝統色 の 資料か ら算出 し た

結果を基 に追究する 。

購

梅

魯

魅

・。
弱

鐸

鎌

鱒

蝓

　

　

　

　

“

  　　　　欝 　　　　櫓

　 　 　 　 ’　　　
ゴttt

　　　　
’

　
　’tt’ttttttt

　
ttt’t

　 1

　 　 　 　 　 c 　 ＝ ミzan 　　　編 臨吶 岨 　　i

　　 図 1　 各時代 と L＊値 の 変遷
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　飛鳥 ・奈良時代か ら鎌倉 ・室町時代まで 大きな

変化は な い が、江戸時代、地味色の 流行 に よ り最

大値、最小値が ドが る が 、明 治 ・大止時代 には ま

た飛鳥 ・奈良時代 か ら鎌倉 ・室町時代まで の 値に

戻る が、現代 にな る と個 人が 求め る色が細分化 さ

れ 最大値、最 小値の差 が狭 まっ て い く傾向が 見ら

れ る。
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　　　　　図 2　 各時代と a＊値の 変遷

　飛鳥 ・奈良時代を 基準 と して 考えた とき 、次の

時代、平 安時代 は値が最大値、最 小値がおよそ 10

下が っ て い る の が分か る 。 こ う い っ た 背景に は 、

多く の 赤系の 色名が こ の 時代 に 誕生 し、そ の 多 く

は主 に濃色系が関係 し て い る と 考え られ る 。こ の

時代 の 染色技術で は濃 い 色の 方が 技術的に 困難 と

され た（禁色）。 こ の 禁色の 誕 生が最大値 、最小 値

を 10 ドげて きた の で はない かと考え られ る。

　鎌倉 ・室 町 ・桃 山時代は色彩に よ る 文化 は 平安

時代の 内容で も っ て 転用 されて い る た め色の 数が

少な く、平均が それ ぞれ最大値、最小 値 と も高 く

な っ た。

　明治 ・大 正時代か らは江戸時代と比べ 、最大値

と最 大値の差が広 くな っ て い く。これ には、江 尸

時代か ら続 い て い た 奢侈禁止令が 解け 、そ の 反動

によ るも と考え られ る。

　　現代、最大値と最小値の 差が明治 ・大止時代

に比 べ 更に 広が っ て い る 。こ れ に は 、人々 による

色の 選択の 幅が 広 が っ た こ とが関係 して い る と考

え られ る。
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　　　　　図 3　 各時代 と b孝値 の 変遷

　飛鳥 ・奈良時代 を基準 と して 考え た とき．平安

時代は位階によ る服の 色で 黄 色が 使用 され なか っ

た こ とや 青系 の 色が使用 され た結 果、最小 値を 下

げた と考え られ る。

　鎌倉 ・室町 ・桃山時代 は色彩に よ る 文化は 平安

時代の 内容 で も っ て 転 用 され て い る ため色の 数が

少な く、平均がそ れぞ れ最 大値．最小 値高 くな っ

て しま っ た。

　明治 ・大止時代 は江 戸 時代の 奢侈禁 止令の 反 発

もあ っ て ，最大値が 急激 に 上 が る 。外国か らの 輸

入染料の 普及に よ り．地 味な 色か ら派 手な 色へ と

変わ っ た事 は、色の 歴史 に と っ て は激 動な時代 と

い え よ う。

　現代、最 大値 と最小値 の 差が明治 ・大止時代に

比べ 更 に広が っ て い る。これ に は、入 々 に よ る 色

の 選択 の 幅が 広 が っ た こ とが関係 して い る と考え

られ る。

4 ．おわ りに

　 今後、母集団を増 や す意味で 、色の 名前事典 （福

田 邦夫著｝、本の 色辞典 （吉岡幸雄 著）や ．さ らに

は イン タ
ー

ネ ッ トに よ る 元の データ点数を フ ォ ロ

ーして い く予 定で あ る。そ の うえ で 、商 品色彩 へ

の 適用 を考 えて い る。
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